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独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発センター（CRDS）では、科学

技術に求められる社会的・経済的ニーズを踏まえて国として重点的に推進すべ

き研究領域や課題を選び、そのファンディング戦略を明確にするための活動を行

っている。このような活動の一環として、重要研究テーマについて専門家による

科学技術未来戦略ワークショップを開催している。

２００５年に開催した「電子情報通信系俯瞰ワークショップII」において、「ディペ

ンダビリティ」がキーワードのひとつとして議論され、これを軸に据えた幾つか

の具体的なプロポーザルを検討している。今回のディペンダビリティワークショ

ップは、まずディペンダビリティの基本概念についての合意形成を目的としてお

り、今後開催予定の「ディペンダブルVLSI」、「ディペンダビリティ評価技術」、「デ

ィペンダブルネットワーク」のディペンダビリティシリーズの源流と位置付けて

いる。

本ワークショップの問題提起として、以下の６件の講演が行われた。

１．ディペンダビリティについて

２．ディペンダビリティの概念と課題

３．情報通信ネットワークのディペンダビリティ

４．社会サービスのディペンダビリティ

５．自動車におけるディペンダビリティについて

６．米国に於ける研究戦略動向（CITRISにおけるディペンダビリティ研究

事例の紹介）

さらに、これを受けてグループ討議では、ディペンダビリティの概念整理、およ

びディペンダビリティに関する重要研究分野の提言という２つの課題について討

論を行った。

本ワークショップで議論された結果として、ディペンダビリティとは、ユーザ

視点の概念であり、予測不可能性（想定外事象）を秘めた系において広義のサー

ビスレベルが保証されること、また、その度合いであるという定義が挙げられ

た。また、具体的な研究開発課題として以下が挙げられた。

■ IT技術課題

■ 人間も含めた社会全体の安全性、安定性を漸近的に保証するための

技術体系

■ Metricsの確立

■ Virtually Dependable Systemの概念の確立

■ Virtual Isolationの概念の確立

■ SLAのコンフリクトマネジメント

Executive Summary



■ サービス、セキュリティ、プライバシーの三律背反への対応

■ 長期的な問題列挙と解決策の議論

■ 定義からの逸脱の評価・検出

■ Dependabilityの実現モデル

■ 暗黙知を形式知にする技術の確立

■ 仕様を作る技術

■ システム全体（HW/SW）を把握する技術の研究

■ CPUアーキテクチャ、FTIC技術、最適化

■ 多様性の必要性に関する提案

■ 社会技術課題

■ 社会システムの再構築に関する議論

■ Dependabilityの社会的・経済的価値

■ インフラに対する課金の仕組み

■ Liabilityの保証のしくみ

■ 参照システムの特定と比較する方法

■ Human Error を前提とするシステム設計技術

■ ユーザ教育、普及活動

さらに具体的な推進方法として以下が挙げられた。

■ Grand Challengeの提示

■ Realな実験場（Dependable City/Campusの構築）

■ ソサイアティの構築

■ 失敗例の蓄積

■ 大規模国家プロジェクト

本ワークショップでの議論を踏まえ、ディペンダビリティを軸にした具体的な

戦略プロポーザルに反映させていく予定である。
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本ワークショップの位置づけ
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独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発センター（CRDS）では、科学技術に

求められる社会的・経済的ニーズを踏まえて国として重点的に推進すべき研究領域や

課題を選び、そのファンディング戦略を明確にするための活動を行っている。このような

活動の一環として、重要研究テーマについて専門家による科学技術未来戦略ワークシ

ョップを開催している。

２００５年９月２９-３０日にかずさアークで開催された「電子情報通信系俯瞰ワークショッ

プII」※において、「ディペンダビリティ」がキーワードのひとつとして議論され、これを軸に

据えた幾つかの具体的なプロポーザルを検討している。今回のディペンダビリティワー

クショップは、図１.１に示すように、まずディペンダビリティの基本概念についての合意形

成を目的としており、今後開催予定の「ディペンダブルVLSI」、「ディペンダビリティ評価

技術」、「ディペンダブルネットワーク」のディペンダビリティシリーズの源流と位置付けて

いる。

図１.１ワークショップの位置づけ

戦略プロポーザル 戦略プロポーザル 戦略プロポーザル 

ディペンダブル 
VLSI 

ワークショップ 
5/26, 27

「情報システムの 
ディペンダビリティ評価」 
に関するワークショップ 

11/24, 25

ディペンダブル 
ネットワーク 

ワークショップ（仮） 
個々の分野 
における 
戦略を作成 

・・・ 

ディペンダリティワークショップ 
----「ディペンダリティ」に関する概念設計----本WS

※ 科学技術未来戦略ワークショップ（電子情報通信系俯瞰WSⅡ）
報告書 CRDS-FY２００５-WR-１６（２００６）



（ワークショップの構成）

本ワークショップは以下に示すように３つのセッションで構成した（プロ

グラムは付録参照）。

第１部：ディペンダビリティについて６件の講演による問題提起

第２部：２つの課題を設定して３グループに分かれて討議

課題１：ディペンダビリティの概念整理

課題２：ディペンダビリティに関する重要研究分野の提言

第３部：グループ討議結果の発表と全体討議

なお、このワークショップに先立ってディペンダビリティに関する事前アンケー

トを実施した。アンケート結果のまとめについては、付録参照。

8
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2
ディペンダビリティへの問題提起
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本ワークショップのテーマである「ディペンダビリティ」への問題提起として、以下の

６件の講演が行われた。

■ ディペンダビリティについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安浦 寛人（九州大学）

ディペンダビリティというテーマを、幅広い視点で眺め、どんな問題があるかを

提起。

■ ディペンダビリティの概念と課題・・・・・・・・・・・・・・・南谷 崇（東京大学，CRDS）

ディペンダビリティの研究コミュニティでこれまでどういうことがなされており、こ

れから何をしなければいけないか。

■ 情報通信ネットワークのディペンダビリティ・・・・・・・・・・・・・・市川 晴久（NTT）

情報通信分野におけるディペンダビリティの話題。

■ 社会サービスのディペンダビリティ・・・・・・・・・・・・・・・・・・岩野和生（日本IBM）

サービスという観点から今どういう取り組みをやっているのか、その観点から

考えたときのディペンダビリティの新しい側面。

■ 自動車におけるディペンダビリティについて・・・・・・・・服部雅之（トヨタ自動車）

社会に与える影響が大きいシステムとしての自動車における電子技術を中心と

した設計の課題。

■ 米国に於ける研究戦略動向（CITRISにおけるディペンダビリティ研究事例の

紹介）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井上隆秀（UCB CITRIS）

ベンチマークの題材として、米国カリフォルニア大学の中にある研究機構

CITRIS（Center for IT Research on Interest of the Society）の紹介。
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２．１ディペンダビリティについて
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２．２ディペンダビリティの概念と課題
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２．３情報通信ネットワークのディペンダビリティ
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２．４社会サービスのディペンダビリティ
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２．５自動車におけるディペンダビリティについて
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２．６ 米国に於ける研究戦略動向
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ディペンダビリティの概念整理
および重要研究分野に関する
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グループ討議では、１．で述べたように、ディペンダビリティの概念整理、お

よびディペンダビリティに関する重要研究分野の提言という２つの課題について

討論が行われた。各グループの討議結果を以下に示す。

３．１ G１グループの討議結果

■ ディペンダビリティ大陸

ディペンダブルなシステムの作成方法がある程度確立していて、仕様もわかってい

る領域と、予測できない事態、仕様もわからない領域があり、その境にあるディペン

ダビリティフロンティアに今遭遇している。このフロンティアが、経験を積むにつれて成

長していくことが必要と考え、図３.１に示すようなディペンダビリティ大陸というものを

考えた。

図３.１ ディペンダビリティ大陸

Dependability 大陸 

Dependability Frontier

Dependable なシステムの作成方法 
（確立されたもの） 
Dependable なシステムのMetrics, Criteria が明確 
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ディペンダビリティとは

予測不可能性を秘めた系（今のネットワークなど）における、広義のサービス

レベルを保証すること

現状および課題

１.  系が閉じていないから不確実性が生まれる。

２.  不特定な人を相手にしている。

３.  パッケージ型の製品から、ネットワーク型の製品になってきた。

-- ネットワークでは端末が認証できていない。

-- 携帯電話のように作り手が予想していないものが生まれてくる。

-- どこまでメーカーが保証しなければならないのか、何が起こるのか、本

当にわからない。だけど、何かが起こると、メーカーは保障責任を問

われる。

-- サービスレベルという議論では、そうしたドメインすら定義されてお

らず、知恵をどのようにためていけばよいかもわからない。

-- Fault modelを作ることが難しい。

実現方法例

■システムには階層があり、下のレイヤーから独立したシステムとする。

■メトリックを決める。（メトリックを決めるとポリシーが決まる。ポリシー

が決まると、モニタが決まる。モニタが決まると、フィードバックループが

決まる。）

■周りの環境が変わるから、フィードバックループを入れて、サービスの連続

性を持たせることで、付加価値をつける。

-- 兆候の早期検知とそれへの対処が行えるシステムとする。

-- 情報システムのセキュリティを保証する機能として、考えられる攻撃

の辞書をまず作る。リバイズをする。それに対して機能を選ぶ。それ

を満たすことができているかをテストする。

■システムがAutonomousであることがコアである。自律分散は必要な基盤技

術の一つだが、一方でインフラをどうしていくかが別の課題としてある。（イ

ンターネットのアーキテクチャーをどうしていけばよいのかなど）

■最終仕様書は書けなくてよい。指標も最初はなくてよい。まわしながらやっていく。

■コンポーネントごとにMaturity Levelというものも作る。リスクマネジメント

ができる設計にする。

課 題１
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具体的な研究開発課題

予測不可能性を秘めた系（今のネットワークなど）における、広義のサービス

レベルを保証する技術体系を目指す

■ＩＴ技術課題

■社会技術課題

■推進方法

【技術的課題】

■Dependability Metrics

■Virtually Dependable System

■Virtual Isolation

■SLA（Service Level Agreement）のコンフリクトマネジメント技術

■サービスとセキュリティとプライバシーの三律背反を避けるための理論

（Game Theory？）

■インターネットのアーキテクチャー

■トレーサビリティとそれを隠す技術

■トレーサビリティを悪用してディペンダビリティを損なう技術への対応

■トラフィックをモニタするシステム

■システムの内部ステータス（異常兆候）を顕在化する技術

【社会技術】

■社会の静脈系を作る（一円以下のお金を集める）というお金が集められる世

界が安全に作る仕組み

■Liability（製造物の責任が明確になっていること）を保証できるシステムや

システムデザイン

【推進方法】

■Dependable City、Dependable Campus

■ディペンダブルシステムの問題を、徹底的に洗い出し、次のディペンダブル

システムのあり方について、グランドチャレンジを明確化するグループを作

る

課 題２
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課 題１

３．２ G２グループの討議結果

■ なぜディペンダビリティか？

■人間のパフォーマンスを飛躍的に急速に改良する現象が起きている

-- 加速要因：　VLSIの大規模化、検索エンジンの高性能化、ネットワー

クの高速大容量化、ユビキタスネットワークの浸透など

-- そのような現象への参入コストが低い

･ 大規模に急速に普及

■ネットワーキングにより潜在バグが顕在化してくる

-- 既存システムを組み合わせ、改造、発展させていくしかシステムを作

れない

･ システムが大規模化、企業再編＝システム統合、、、

-- 要素システムのフォールトは不可避、不明確

■ICTによる社会イノベーションが想定外の大損失をもたらすことがある
-- ネットワーク上への社会システム移行は始まったばかり。コンピュー

タとネットワークの真の意味が出現してきている

■フィロソフィーとサイエンス・技術を同時に考える必要がある

ディペンダビリティとは

参照システムのディペンダビリティとの比較においてディペンダブルと判断さ

れること

-- 現時点の判断が将来、変わっても大きな被害が出ない

-- 相対的、漸進的

絶対基準でフェイタルなことが起きないこと

-- 一回の被害の規模が巨大でないこと

･ 年間１万人が死亡する交通事故よりも５００人が一度に死亡する航空機

事故の方が問題になる
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研究開発課題

■ディペンダビリティ定義のための参照システムを特定する手法

■ディペンダビリティ定義からの逸脱を評価・検出する技術

-- 大規模社会シミュレーション

-- モニタリング、データマイニング

-- 仕様と前提知識からのシステム統合インパクトの評価

■ディペンダビリティを実現するシステムモデル

-- ヘテロなサブシステムからディペンダビリティポリシーを守るシステ

ムを構成するモデル：　例）MAPEモデル

-- フォールトの範囲限定が容易なコンポーネントアーキテクチャ

■ユーザをシステム内要素に含めたシステム設計法

-- 非技術的な社会システムとの結合

■「常識」の確立、ユーザ教育

-- 責任の所在はユーザの「常識」に依存する

■イノベーションとディペンダビリティの両立

-- 期待されるディペンダビリティの範囲での最大限のイノベーションを

促進

■経済性とディペンダビリティの両立

３．３ G３グループの討議結果

■ たたき台となったいくつかの議論

■米で軍関係のお金がつかなくなる（特注の時代）→ 民生用部品を使った開発

信頼性をユーザ側からみる必要性が出てきた　社会システムの保証の必要

性

■間違いのあることを前提にせざるをえない複雑なシステム

■ディペンダビリティはコストとのバランス どれだけのコストを払っていいか

どれかでのリスクを引き受けるか

■自己責任にするには原理を教えておかないといけない クルマは免許制あ

り、「だれもしない始業点検」がある ⇔ コンピュータウイルス

■いままでの工業製品は小さい事故に手を打てた　ITでは最初の事故が甚大

な影響を持つ　フィードバックがかかるまえにえらいことが起こってしまう

■ディペンダビリティを言い出すと、開発者の意図とかかわらず攻撃が起こるので、
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性善説から性悪説に立って考えざるを得なくなってきた ユーザに分かる説

明責任　保障できるレベルを定量的に示すことが必要になってきた

■eBay 架空商取引が起こりうる 何が起こっているかを利用者に知らせるこ

とが必要、取引だから死活問題で利用者側にも知るモチベーションがある 社

会への普及研究

■コストと所要性能が最大になるように、最適な組み合わせを研究することが必

要　障害？要因のひろがりが大きくなっている 構成技術それぞれについては

研究があっても全体の最適化についての研究はなされていない

■チェックする機能、仕様を作る機能（コンパイラのようなもの）→あいまいな仕様

を仕様にする機能（暗黙知を形式知にする研究はありうる）米国なら企業と大

学が一緒にやっているが、日本では・・・論文にならない（ものすごく大事だけど

一番大事なところはオープンにできない、企業の中に入って研究している人は

皆無に等しい） 最適な研究の推進方法と研究領域を選べれば

■ハード・ソフト協調設計・操作　オンラインモニタリング

■テストとはいわずにCPUのアーキテクチャの研究は大学でありうるのではない

か、「ディペンダブルCPU」

■ネットワークのエラー訂正みたいに　計算の途中でミスがあっても訂正するよう

な技術　ネットワーク・オン・チップ　CDMA このような研究には数学が必要

■フォールトトレラントIC 冗長性と分散性以外には？ 知能化（学習、適応・・・）

チューニング

■ディペンダビリティのモデル（ケース）づくり イメージが伝わるように　モデルの

パラメターを明らかにする（メトリクス） ディペンダビリティの計量　→ディペン

ダビリティのエンジニアリングへ

■ヒューマンエラーを考慮したシステム設計 （例：医療システム・・・）
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課 題１ ディペンダビリティとは

･ ユーザの視点から評価するものとして、提供されるサービスの保証の度合い

（従来は開発者の視点から評価するものとして、提供される機能の保証の度合

い）

･ ディペンダビリティはコストとのバランス

･ ITをIRTにaufhebenするために必要なもの

（状況の認識）

■間違いのあることを前提にせざるをえない複雑なシステム

■いままでの工業製品は小さい事故に手を打てた　ITでは最初の事故が甚大な

影響を持つ　フィードバックがかかるまえにえらいことが起こってしまう

■性善説から性悪説に立って考えざるを得なくなってきた

■民生用部品を使った開発　信頼性をユーザ側からみる必要性　社会システム

の保証の必要性

■自己責任にするにはユーザに原理を教えておく必要がある

具体的な研究開発課題

■暗黙知を形式知にする研究

■仕様を作る機能を実現する研究

■ハード・ソフト協調設計・操作　オンラインモニタリング

■「ディペンダブルCPU」

■フォールトトレラントIC （数学が必要）

■コストと所要性能が最大になるように、最適な組み合わせを研究

■ディペンダビリティのモデル（ケース）づくり

■ヒューマンエラーを考慮したシステム設計

■社会への普及研究
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■ 議論の基本方針

■人々が安全で安心して生活でき、快適で公正でかつ適度な競争を行える社会

（人類・国が目標とする社会）を支える情報システム構築の指導原理を与える。

■社会のあり方とその基盤となる思想・哲学・制度を考えながら情報技術を考え、

わが国の国際競争力を高める。

■技術の基本方針としてのDependabilityの概念を明確化し、その研究戦略を与

える。

■国・納税者、利用者（一般市民）、学会・研究者、企業・産業界へのそれぞれへ

の説明の論理

■ 何故Dependabilityか？

■人間の能力の急速で飛躍的な拡大

■オープンなシステムが世界規模で実用され、新しいシステム構築の基本方針が

必要

■システムの接続により潜在バグの顕在化がおこる

■Faultは不可避なのでその存在を前提としての技術開発が必要

-- 予防、回避、事故時の対策、回復

-- 最初の事故が膨大な損害を与える

-- 性悪説を前提にせざるを得ない

■民生用部品による社会システムの保証

■ユーザ責任と製造者・設計者責任の明確化の必要性

■ Dependabilityとは

■ユーザ視点の概念

■予測不可能性（想定外事象）を秘めた系において広義のサービスレベルが保証

されること。また、その保証の度合。

-- 有限責任を宣言できるシステム →　ユーザ視点へ

-- 人類全体の為に無限責任を負うべきシステム

-- 参照システムとの比較

-- 絶対基準における定義

■IRTとの接続
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■ 研究課題

■ IT技術課題

-- 人間も含めた社会全体の安全性、安定性を漸近的に保証するための技

術体系

-- Metricsの確立

-- Virtually Dependable Systemの概念の確立

-- Virtual Isolationの概念の確立

・各レイアへの要求と役割の明確化

-- SLAのコンフリクトマネジメント

-- サービス、セキュリティ、プライバシーの三律背反への対応

・ポリシーと具体的な方法論

・トレーサビリティとセキュリティ

・モニタとプライバシー

・可視化とセキュリティ

-- 長期的な問題列挙と解決策の議論

-- 定義からの逸脱の評価・検出

-- Dependabilityの実現モデル

・方法論

・テストケース

-- 暗黙知を形式知にする技術の確立

-- 仕様を作る技術

-- システム全体（HW/SW）を把握する技術の研究

-- CPUアーキテクチャ、FTIC技術、最適化

-- 多様性の必要性に関する提案

■社会技術課題

-- 社会システムの再構築に関する議論

-- Dependabilityの社会的・経済的価値

・人類、国、企業、個人それぞれの立場での定義

・リスクの評価技術

・経済性、イノベーションとDependabilityの両立

-- インフラに対する課金の仕組み

・社会の静脈系の構築

-- Liabilityの保証のしくみ

・技術、制度、保険、法律

-- 参照システムの特定と比較する方法
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-- Human Error を前提とするシステム設計技術

-- ユーザ教育、普及活動

■ 推進方法

-- Grand Challengeの提示

-- Realな実験場

・Dependable City/Campusの構築

-- ソサイアティの構築

-- 失敗例の蓄積

-- 大規模国家プロジェクト

・方針決定の為のSteering

・要素技術開発の研究

・総合的なReal Worldでの実験

・実用システムの継続的なモニタと新しい問題の発掘と解決
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ワークショップ　プログラム
（ディペンダビリティWS）

場　　所：JST社会技術研究開発センター （りそな・マルハビル １８F）
日　　時：平成１８年５月１２日（金）１４：００～２２：００

平成１８年５月１３日（土）９：００～１１：３０
総合司会：丹羽邦彦　シニアフェロー

第１部

５月１２日（金）

１３：３０～１４：００ 受付
１４：００～１４：１０ CRDSの活動と戦略プロポーザルについて

生駒俊明　センター長（CRDS） （１０分）
１４：１０～１４：２５ ワークショップの進め方について

成瀬雄二郎　シニアフェロー（CRDS） （１５分）

１４：２５～１４：４５ 『ディペンダビリティについて』
安浦 寛人　九州大学 教授 （２０分）

１４：４５～１５：０５ 『ディペンダビリティの概念と課題』
南谷 崇 東京大学 教授 （２０分）

１５：０５～１５：３０ 『情報通信ネットワークのディペンダビリティ』
市川 晴久　NTT先端技術総合研究所 所長 （２５分）

１５：３０～１５：５５ 『社会サービスのディペンダビリティ』（仮）
岩野 和生　日本IBM 執行役員 （２５分）

１５：５５～１６：０５ 休憩 （会議室２にコーヒーをご用意します）

１６：０５～１６：３０ 『自動車のディペンダビリティ』（仮）
服部 雅之トヨタ自動車　車両技術本部 室長 （２５分）

１６：３０～１６：５０ 『米国における研究戦略動向（CITRIS TRUST）』（仮）
井上 隆秀 UCB CITRIS アドバイザー （２０分）

１６：５０～１７：０５ 質疑応答
１７：０５～１７：３０ グループ討議の課題説明　成瀬雄二郎　シニアフェロー

第２部

課題１．ディペンダビリティの概念整理
課題２．ディペンダビリティに関する重要研究分野の提言

含む　VLSIへのメッセージ（期待・要求：自由記述／箇条書）
１７：３０～１８：３０ 夕食（会議室１）・休憩
１８：３０～２２：００ ３グループ討議（第１～第３会議室）

第３部

５月１３日（土）

９：００～９：０５ 事務連絡
９：０５～９：５０ ３グループの発表 （各１５分）
９：５０～１１：３０ 総合討論とまとめ
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ディペンダビリティワークショップ参加者一覧 （２００６年５月１２日、１３日＠JST）

№ 氏名 所属

１ 有村　博紀 北海道大学 大学院情報科学研究科 教授

２ 市川　晴久 NTT先端技術総合研究所 所長

３ 井上　隆秀 University of California, Center for IT research on Interest of
Society, Internal Technology Business Advisory

４ 岩野　和生 日本アイ・ビー・エム株式会社 ソフトウェアー開発研究所所長 執行役員

５ 岡本　和也 株式会社ニコン，大阪大学 客員教授

６ 菊野　亨 大阪大学 大学院情報科学研究科 教授　

７ 木村　晋二 早稲田大学 大学院情報生産システム研究科 教授

８ 黒田　忠広 慶應義塾大学 理工学部 電子工学科 教授

９ 佐藤　了平 大阪大学 先端科学イノベーションセンター 教授

１０ 柴田 随道 NTTマイクロシステムインテグレーション研究所 研究企画担当部長

１１ 田中　英彦 情報セキュリティ大学院大学 情報セキュリティ研究科 教授

１２ 谷口　研二 大阪大学 大学院工学研究科 教授

１３ 所　眞理雄 株式会社ソニーコンピューターサイエンス研究所 代表取締役社長

１４ 中島　秀之 公立はこだて未来大学 学長

１５ 中島　啓幾 早稲田大学 理工学部 教授

１６ 服部　雅之 トヨタ自動車株式会社 車両技術本部 第３電子技術部 第３１電子室 室長

１７ 福田　晃 九州大学 大学院システム情報科学研究院 教授

１８ 福田　剛志 日本アイ・ビー・エム株式会社 大和ソフトウェア研究所 部長

１９ 福田　敏男 名古屋大学 大学院 工学研究科マイクロ・ナノシステム工学専攻 教授

２０ 前口　賢二 SIRIJ 半導体産業研究所 所長

２１ 松澤　昭 東京工業大学 大学院理工学研究科 教授

２２ 松本　勉 横浜国立大学 大学院環境情報研究院 教授

２３ 三木　哲也 電気通信大学 情報通信工学科 教授

２４ 森川　博之 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 助教授

２５ 安浦　寛人 九州大学 システム情報科学研究院 教授

２７ 中里　学 文部科学省 研究振興局情報課 課長補佐

２８ 酒井　重樹 JST戦略的創造事業本部 副調査役

２９ 薬師寺　崇 JST戦略的創造事業本部 主査

３０ 福島　恵子 JST戦略的創造事業本部 主査

３１ 生駒　俊明 JST研究開発戦略センター センター長

３２ 丹羽　邦彦 JST研究開発戦略センター シニアフェロー

３３ 佐々木　和則 JST研究開発戦略センター シニアフェロー

３４ 成瀬　雄二郎 JST研究開発戦略センター シニアフェロー

３５ 南谷　崇 JST研究開発戦略センター シニアフェロー

３６ 伊東　義曜 JST研究開発戦略センター 主任調査員

３７ 石正　茂 JST研究開発戦略センター フェロー

３８ 嶋田　一義 JST研究開発戦略センター アソシエイトフェロー

３９ 雄山　泰直 JST研究開発戦略センター フェロー

４０ 竹間　清文 JST研究開発戦略センター フェロー

４１ 石井　哲也 JST研究開発戦略センター アソシエイトフェロー

４２ 安藤利夫 JST研究開発戦略センター 調査役

４３ 中神　雄一 JST研究開発戦略センター 係員

４４ 黒澤　景 独立行政法人 物質・材料研究機構 企画調査室

付録Ⅱ
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ディペンダビリティワークショップ
第二部　グループ構成（敬称略）

G１（会議室１） リーダー：岩野和生（日本 IBM）

書　　記：佐々木和則、嶋田一義（JST／CRDS）

メンバー： 中島秀之　　公立はこだて未来大学

松本勉　　　横浜国立大学

森川博之　　東京大学

南谷崇　　　JST/CRDS（東京大学）

福田晃　　　九州大学

松澤昭　　　東京工業大学

前口賢二　　半導体産業研究所

G２（会議室２） リーダー：市川晴久（NTT先端技術総合研究所）

書　　記：成瀬雄二郎、伊東義曜（JST／CRDS）

メンバー： 所眞理雄　　ソニー コンピュータサイエンス研究所

福田剛志　　日本 IBM

田中英彦　　情報セキュリティー大学院大学

有村博紀　　北海道大学

佐藤了平　　大阪大学

岡本和也　　大阪大学

木村晋二　　早稲田大学（北九州）

G３（会議室３） リーダー：福田敏男（名古屋大学）

書　　記：丹羽邦彦、石正茂（JST／CRDS）

メンバー： 井上隆秀　　UCB Center for IT research CITRIS

柴田随道　　NTT マイクロシステムインテグレーション研究所

菊野亨　　　大阪大学

服部雅之　 トヨタ自動車

谷口研二　　大阪大学

中島啓幾　　早稲田大学

（安浦寛人） 九州大学

以上

付録Ⅲ

位
置
づ
け

問
題
提
起

討
議
結
果

ま
　
と
　
め

付
　
　
録



122

付録Ⅳ　事前アンケートまとめ
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本報告書の各章の資料について

本報告書の各章の内容は、それぞれ以下の方々に作成して頂いた資料に基づき、

独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発センター（CRDS）が編集したもので

ある。

２．１ ディペンダビリティについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安浦 寛人（九州大学）

２．２ ディペンダビリティの概念と課題 ・・・・・・・・・・南谷 崇（東京大学，CRDS）

２．３ 情報通信ネットワークのディペンダビリティ・・・・・・・・・・市川 晴久（NTT）

２．４ 社会サービスのディペンダビリティ ・・・・・・・・・・・・・岩野和生（日本IBM）

２．５ 自動車におけるディペンダビリティについて ・・・服部雅之（トヨタ自動車）

２．６ 米国に於ける研究戦略動向・・・・・・・・・・・・・・・井上隆秀（UCB CITRIS）

３．１ G１グループの討議結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岩野和生（日本IBM）

３．２ G２グループの討議結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市川 晴久（NTT）

３．３ G３グループの討議結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福田敏男（名古屋大学）

４． まとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安浦 寛人（九州大学）
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